
 

 

 

入札金額内訳書の作成について 

 

 

入札金額内訳書は、下記により作成すること。 

 

（１）入札金額内訳書の作成 

ア 入札金額内訳書は、日本語で記載すること。また、入札金額内訳書に記載する金額は日

本国通貨とすること。 

イ 入札金額内訳書は，病院機構が交付したＵＳＢフラッシュメモリ（以下、「病院機構ＵＳ

Ｂメモリ」という。）内に保存してある所定の様式によること。 

ウ 入札金額内訳書は、マイクロソフト社のエクセルで作成し、印刷したものを病院機構Ｕ

ＳＢメモリ内にデータ保存すること。圧縮やＰＤＦなどへのファイル形式変換したものは

無効とする。また、データ内の押印は不要とする。 

 

（２）入札金額内訳書の記載項目 

ア 年月日 

開札年月日とする。 

イ 入札者住所商号代表者及び押印 

記載するに当たって，次の点に注意すること。 

代表者でない者が、当該入札において代理人（代理人から委任を受けている復代理人を含

む。）として入札する場合は、入札書の入札者住所氏名欄の記載は、次の例のとおりとな

る。 

   例）○○市○○町○番○号 

○○○○株式会社 

代表取締役 ○○ ○○ 

上記代理人（復代理人） ○○ ○○ 印 

ウ 入札金額内訳書の記載金額（金額の訂正は認めない） 

エ 項目ごとの契約予定単価による合計内訳額 

（別紙５「入札金額内訳書記載例」を参照のこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

記  載  例 

 

 

 

 

開札年月日を記入のこと。 

入札書と同様の内容を記入

すること。 

データ内の押印は不要。 

契約希望単価を記入すること。 

入札書の金額と一致すること。 


